
３つの目標

特  集 男女共同参画推進キャンペーン だれもがイキイキと暮らし、
働き続けられる社会を目ざして

ＵＡゼンセン

男女共同参画推進計画

Point

１
職場の男女平等
男女や働き方にかかわらず自分の力を
発揮できて、それがきちんと評価され
る職場を目ざします！

Point

２
ワーク・ライフ・バランス
すべての働く人が、仕事と生活のバラ
ンスが取れてイキイキと働ける職場を
目ざします！

Point

３
労働組合の男女共同参画
あらゆる組合員が活動に参加でき、さ
まざまな立場の声を反映できる組合を
目ざします！

　ＵＡゼンセンは、だれもがイキイキと暮らし、働き
続けられる社会を実現するため、職場、家庭、労働組
合の男女共同参画を推進しています。今号では、キャ
ンペーン(５〜７月)に合わせた特集として、「労働組
合の男女共同参画」について取り上げます。５月17
日にＵＡゼンセン宮城県支部男女共同参画推進委員
会が行った「ダイバーシティ・セミナー」で「女性リー
ダーの育成」について講演した２名の女性委員長に
スポットを当て、労働組合に女性が参画する重要性
について考えたいと思います。

ＵＡゼンセンＨＰトップ→活動紹介→男女共同参画→男女共同参画推進キャンペーンキャンペーン用ページ開設

労
働
組
合
に
こ
そ

男
女
共
同
参
画
が
必
要

２
名
の
女
性
委
員
長
が
貴
重
な
体
験
ま
じ
え
提
言

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
宮
城
県
支
部

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

５月17日に行われたセミナーには６組合・25名が参加した。前列
中央がＵＡゼンセン宮城県支部男女共同参画委員会の今里織委員
長（藤崎労組書記長）、左から2人目が富永信明宮城県支部長

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
セ
ミ
ナ
ー
」で

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
テ
ー
マ
に
講
演

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン

大
阪
ガ
ス
労
働
組
合

株本 佳子永島 智子 委員長委員長

　
『
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
新
聞
』の
株
本
・

永
島
両
委
員
長
の
講
演
内
容（
要
旨
）

『
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
新
聞
』

に
講
演
要
旨

組
合
活
動
を
と
お
し
て
成
長
し
輝
く
二
人

　

片
や
男
性
が
八
割
超
の
職
場
に
初
め
て
誕
生
し
た
女
性

委
員
長
。
片
や
組
合
員
数
十
四
万
名
の
組
織
の
ト
ッ
プ
に
立

つ
女
性
委
員
長
。
日
ご
ろ
か
ら
注
目
を
集
め
る
大
阪
ガ
ス
労

組
・
株
本
佳
子
委
員
長
と
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ

ニ
オ
ン
・
永
島
智
子
委
員
長
が
、
男
女
共
同
参
画
推
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
ち
な
ん
だ
セ
ミ
ナ
ー
で
宮
城
・
仙
台
の
地
に
会

し
、
講
演
を
行
う
と
聞
き
、
機
関
紙
・
誌
を
つ
う
じ
て
多
く

の
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

株
本
委
員
長
は
、
労
働
組
合
の
女
性
役
員
を
増
や
す
た
め

に
は
、
な
に
よ
り
も「
ト
ッ
プ
の
強
い
思
い
」
が
重
要
と
語

り
、
労
働
組
合
も
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
て
育
成
す
べ

き
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま

た
、
永
島
委
員
長
は
、
組
合
活
動
に
本

気
で
携
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
会
社

の
経
営
破
綻
の
体
験
や
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
推
進
し
て
い
る
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
の
処
遇
改
善
・
組
合
員
化
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。
講
演
内

容
は『
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
新
聞
』（
七
月
五

日
号
）に
掲
載
し
ま
す
。
ぜ
ひ
注
目
を
。

両委員長の活動や思いを詳しく紹介！

「ＵＡゼンセンなでしこジャパン」へ

エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
初
・
職
場
は
男
性
が
８
割
超

組
合
員
数
14
万
名
・
８
割
が
パ
ー
ト
の
仲
間
達

『UAゼンセン新聞』とW企画

は
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。
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連 載

　
昨
秋
、
大
阪
ガ
ス
労
働
組
合
の
六
代
目
委

員
長
に
就
任
し
た
株
本
佳
子
さ
ん
。
大
阪
ガ

ス
労
組
初
の
女
性
委
員
長
で
あ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
業
界（
ガ
ス
、
電
力
な
ど
）で
も
初
の
女

性
委
員
長
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
大
阪
ガ
ス
は
仕
事
柄
、
男
性
が
多
く
、
女

性
は
二
割
に
も
満
た
な
い
職
場
。
株
本
委
員

長
は
自
身
の
経
験
を
と
お
し
て
、「
仕
事
も

組
合
も
、
性
別
に
関
係
な
く
、“
人
”に
焦
点

を
当
て
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
」と

話
し
ま
す
。
職
場
時
代
の
忘
れ
ら
れ
な
い
経

験
や
、
労
働
組
合
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
、
委
員
長
に
就
任
す
る
こ
と
を
決

め
た
理
由
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

かぶもと　よしこ。1965（昭和40）年４月生まれ。大阪府門真
市出身。84（昭和59）年、高校卒業と同時に大阪ガス入社。堺製
造所の総務チームに勤務。製造所の閉鎖に伴い、90（平成２）年
から本社・人事部で人材育成に携わる。その後、北東部事業本
部で人事労務を担当。労働組合では、2002（平成14）年に中央
執行委員に就任し、本部専従となる。副書記長、書記長、副委員
長を経て、昨年９月から委員長を務める。ＵＡゼンセンの常任
中央執行委員をはじめ、総合サービス部門の副部門長やダイバ
ーシティ推進委員会委員長として活躍。みずから飲み会の幹事
を引き受けるほど面倒見が良く、お世話活動をいとわない。奈
良県生駒市に夫と暮らし、ことし銀婚式を迎えるそうだ。本誌
エッセー連載中の“なにわのおっさん”こと林司さんは、尊敬
する３代目委員長。

組
合
事
務
所
で
、
岩
木
年
広
副
委

員
長
（
左
）
と
肩
を
並
べ
て
執
務

に
当
た
る
株
本
佳
子
委
員
長

ＵＡゼンセン常任中央執行委員を務める株本委員長。執行委員
会では、積極的に発言し、皆が分かりやすい運動の推進に努める

066なでしこファイル

大阪ガス労働組合
委員長

株本　佳子さん

男女共同参画推進キャンペーンスペシャル
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Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
本
部
や
総
合
サ
ー
ビ
ス
部
門
の

会
議
な
ど
で
ゼ
ン
セ
ン
会
館（
東
京
・
市
ケ
谷
）
を

訪
れ
る
機
会
が
多
い
大
阪
ガ
ス
労
働
組
合
の
株
本
佳

子
委
員
長
。
以
前
、
館
内
で
偶
然
お
会
い
し
た
際
、

原
稿
書
き
で
煮
詰
ま
っ
て
い
た
私
の
顔
を
見
て
、

「
大
き
く
腕
を
広
げ
て
深
呼
吸
す
る
だ
け
で
も
気
持

ち
が
ほ
ぐ
れ
ま
す
よ
」と
、
温
か
く
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
く
れ
た
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
て
、
周
り
へ

の
気
遣
い
が
自
然
と
で
き
る
株
本
委
員
長
。

　

大
阪
ガ
ス
は
一
八
九
七（
明
治
三
十
）年
に
設
立
。

現
在
、
近
畿
二
府
四
県
七
十
九
市
三
十
三
町
に
ガ
ス

を
供
給
し
、
顧
客
数
は
七
百
万
戸
超
に
及
ぶ
。
ま
た

電
力
事
業
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
つ
う
じ
て

地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
。　

　

歴
史
あ
る
大
阪
ガ
ス
本
社（
大
阪
市
中
央
区
）の

二
階
に
構
え
る
組
合
本
部
を
訪
ね
る
と
、
専
従
の
皆

さ
ん
が
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
。
株
本
委
員
長
は
会

社
と
の
話
し
合
い
の
真
っ
最
中
。
午
後
か
ら
は
支
部

会
議
が
控
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
忙
し
い
合
間
を

縫
っ
て
取
材
に
対
応
し
て
く
れ
た
。

　

組
織
の
ト
ッ
プ
と
し
て
組
合
内
は
も
と
よ
り
、
業

界
団
体
な
ど
対
外
的
な
会
議
も
多
く
、毎
日
、分
刻
み

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
て
い
る
。
そ
ん
な
な
か

で
も
太
陽
の
よ
う
な
笑
顔
を
絶
や
さ
ず「
遅
れ
て
す

ん
ま
せ
ん
」と
株
本
委
員
長
が
駆
け
込
ん
で
く
る
と
、

事
務
所
の
明
る
さ
が
増
し
た
よ
う
に
感
じ
た
。

　

さ
っ
そ
く
、
最
初
に
配
属
に
な
っ
た
堺
製
造
所
の

思
い
出
に
つ
い
て
伺
っ
た
。「
い
ま
は
輸
入
し
た
天

然
ガ
ス
が
主
で
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
当
た
り

前
で
す
が
、
私
が
入
社
し
た
当
時
は
、
石
炭
を
蒸
し

焼
き（
乾
留
）に
し
て
ガ
ス
を
製
造
し
て
い
ま
し
た
。

若
い
仲
間
に
こ
の
話
を
す
る
と
化
石
の
よ
う
に
見
ら

れ
ま
す
」と
微
笑
む
。
堺
製
造
所
は
乾
留
後
に
炭
素

部
分
が
残
る
燃
料（
コ
ー
ク
ス
）
を
、
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
契
約
を
結
ん
で
い
た
新
日
鉄
堺
製
鉄
所
に
提
供

昨年9月の大会で株本委員長体制が船出した。
写真は、新執行部と書記の皆さん。本部専従は
三役を含む中央執行委員11名と中央書記3名
でスタート。12支部体制は変わらず、本部と支
部が力を合わせて活動を推進している

上は、中央リビング支部の支部役員を対象としたオルグ（職
場巡回）の事前勉強会の様子。一時金に関する会社からの
提案や、組合の中期活動計画などを報告。右は、勉強会前に
コミュニケーションをはかる株本委員長。左から、秋田達
也支部委員長、小島忠将支部執行委員、松浪雄介支部書記長

ＵＩゼンセン同盟（当時）は、中央執行委員会
（決議機関）への女性の参画を促すため、８ブロ
ック選出の特別中央執行委員（女性枠）を設け運
動を進めていた。2004年から3期6年特別中央
執行委員を務めた株本さんは、退任挨拶で「今
度は選挙で選ばれる中央執行委員として戻って
きます」と述べ、エールの拍手が沸き起こった

「
中
央
執
行
委
員
で
戻
っ
て
き
た
い
」

　
退
任
挨
拶
に
会
場
か
ら
エ
ー
ル
の
拍
手

ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
周
り
を
明
る
く
す
る

太
陽
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー

Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
第
九
回
定

期
大
会
で
の
退
任
挨
拶
の
様
子
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し
、
株
本
さ
ん
は
総
務
チ
ー
ム
で
現
場
の
仕
事
を
支

え
て
い
た
。
四
年
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
新
日
鉄
堺
製
鉄

所
の
閉
鎖
に
伴
い
、
堺
製
造
所
が
閉
鎖
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
株
本
さ
ん
達
総
務
チ
ー
ム
は
、
従
業
員

六
百
名
の
異
動
先
の
調
整
・
確
保
に
全
力
を
注
い
だ
。

「
二
年
か
け
て
全
員
を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
で
す
」
と
振
り
返
る
。
そ

の
後
、
本
社
の
人
事
部
に
異
動
し
、
七
年
間
、
人
材

育
成
に
携
わ
っ
た
。
株
本
さ
ん
の
も
と
で
育
っ
た
メ

ン
バ
ー
が
い
ま
で
は
組
合
の
支
部
役
員
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
こ
と
が
素
直
に「
う
れ
し
い
」と
語
る
。

　〝
株
本
さ
ん
だ
か
ら
〟の
言
葉
に

　
勇
気
を
も
ら
っ
て
委
員
長
に

　

北
東
部
事
業
本
部
の
人
事
労
務
を
担
当
し
て
い
た

と
き
、
本
田
敏
一
委
員
長（
当
時
）か
ら「
組
合
の
専

従
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
本
田

委
員
長
は
以
前
、
堺
製
造
所
支
部
の
書
記
長
を
務
め

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
株
本
さ
ん
が
職
場
の
仲
間
と

接
す
る
姿
を
見
て
、
専
従
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
株
本
さ
ん
は
頑
な
に
誘
い

を
断
っ
た
そ
う
だ
。「
組
合
に
つ
い
て
全
く
知
識
が

な
か
っ
た
の
で
す
」と
、
話
し
て
く
れ
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
よ
く
知
る
女
性
の
先
輩
が
専

従
役
員
に
な
っ
た
こ
と
を
知
り
、
組
合
を
身
近
に
感

じ
、
組
合
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
本
田
委
員
長
か
ら「
女
性
役
員
は
複
数
必
要

な
ん
だ
」と
ふ
た
た
び
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
と
き

に
は
、
も
う
迷
い
は
な
く
決
心
が
固
ま
っ
た
。

　

三
十
六
歳
で
専
従
の
中
央
執
行
委
員
に
。
福
祉
対

六
月
十
一
日
、
泉
北
支
部
で
は
女
性
組
合

員
の
交
流
会
を
開
催
。
株
本
委
員
長
は
仲

間
の
声
を
聞
き
、
懇
親
を
深
め
た

上
は
、
新
入
組
合
員
研
修
で
挨
拶

す
る
株
本
委
員
長
。研
修
後
は「
Ｏ

Ｇ
」
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
記
念
撮
影

女
性
が
２
割
に
満
た
な
い
職
場
だ
か
ら
こ
そ

少
数
の
声
に
耳
を
傾
け
制
度
の
改
善
を

先輩達が委員長就任を祝って催し
てくれた食事会の１枚。左は新旧
本部専従メンバーによる寄せ書き
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策
部
の
担
当
に
な
り
、
さ
っ
そ
く「
自
社
保
有
の
社

宅
を
な
く
し
た
い
」と
い
う
会
社
か
ら
の
提
案
に
対

応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
組
合
員
と
配
偶
者
を
集
め

た
説
明
会
で
は
、
外
部
の
賃
貸
に
入
る
こ
と
や
金
銭

面
の
不
安
、
子
供
の
学
校
が
変
わ
る
こ
と
へ
の
悩
み

な
ど
、
多
く
の
意
見
や
要
望
が
上
が
っ
た
。
株
本
さ

ん
は
組
合
と
し
て
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の

の
、
同
席
し
て
い
る
会
社
の
担
当
者
は
首
を
縦
に
振

ら
な
い
。「
組
合
で
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
」と
株
本

さ
ん
は
矢
面
に
立
た
さ
れ
た
。「
最
終
的
に
は
経
過

措
置
も
含
め
て
会
社
は
き
ち
ん
と
対
応
し
て
く
れ
ま

し
た
が
、
組
合
員
の
た
め
に
会
社
に
対
し
て
毅
然
と

し
た
態
度
で
発
言
し
て
い
く
原
点
を
学
び
ま
し
た
」。

　

女
性
初
の
書
記
長
、
副
委
員
長
を
歴
任
し
、
経
験

を
積
ん
で
き
た
が
、
委
員
長
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て

は
悩
ん
だ
と
い
う
。
蔵
元
浩
昭
前
委
員
長
か
ら
の
、

「
女
性
だ
か
ら
じ
ゃ
な
い
。
株
本
さ
ん
に
委
員
長
を

や
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
言
葉
が
決
め
手
と
な
っ
た
。

　

委
員
長
に
就
任
し
て
半
年
。
支
部
役
員
を
務
め
て

い
た
黒
田
直
子
さ
ん
を
専
従
書
記
に
迎
え
る
際
、
株

本
委
員
長
も「
黒
田
さ
ん
だ
か
ら
来
て
ほ
し
い
」と

気
持
ち
を
伝
え
た
そ
う
だ
。「
委
員
長
の
期
待
に
応

え
て
い
き
た
い
」と
黒
田
さ
ん
は
意
欲
を
語
る
。

　

従
業
員
五
千
八
百
名
の
う
ち
組
合
員
は
四
千
九
百

名
で
、
女
性
比
率
は
一
七
・
八
％
と
二
割
に
も
満
た

な
い
。
株
本
委
員
長
は「
す
べ
て
の
組
合
員
が
安
心

し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
制
度
や
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
労
働
組
合
の
役
割
で
す
」と
力
を
込
め
る
。

　

信
条
は
、「
不
断
の
努
力
」と「
昨
日
の
自
分
よ
り

一
ミ
リ
で
も
成
長
」「
一
生（
笑
）懸
命
」。
最
後
に「
毎

日
、
し
ん
ど
い
な
、
頑
張
ろ
う
、
の
繰
り
返
し
で
す
。

私
ら
し
い
委
員
長
像
を
模
索
し
な
が
ら
前
に
進
ん
で

い
き
た
い
」と
微
笑
ん
だ
。
周
り
を
明
る
く
照
ら
す

太
陽
の
よ
う
な
新
委
員
長
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

３月に大阪ガスグループが開催
した駅伝大会には、組合専従メ
ンバーも出場。株本委員長も激
走し、いい汗をかいた

2006年にＵＩゼンセン同盟生
活・総合産業部会で台湾との交
流会に参加したことがきっか
けで、中国語を習い始めたそう
だ。「土曜日に1時間２コマ勉
強しています」。写真は使い込
んだテキストブック

副委員長時代にコラムで思いを発信

多忙を極めるなかでも
プライベートの時間は大切に

組合員との接点が少な
い副委員長時代に、労
組機関誌『ういずゆー』
に隔月でコラムを掲

大阪ガス労組では地区ごとにボランティア活動に
取り組んでいる。５月19日には総勢43名が参加
し大阪府立大学内の池の外来種駆除を行った

載。「徹子の部屋」を文字って「よしこの部屋」
と題し、組合活動に関する思いを発信した。
連載２回目は小林真央さんについてふれ、労
使で女性の健康セミナーを開催していること
を伝え、健康を第一に考えてほしいと訴えた
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連 載

　

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ

オ
ン
・
十
四
万
名
余
の
組
合
員
を
リ
ー

ド
し
て
い
る
永
島
智
子
委
員
長
。
マ
イ

カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
出
身
で
、
こ
れ
ま
で
企

業
の
経
営
破
綻
や
企
業
合
併
、
そ
れ
に

伴
う
組
合
統
合
な
ど
い
く
つ
も
の
試
練

を
皆
と
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

組
合
員
化（
組
織
拡
大
）や「
同
一
労
働

同
一
賃
金
」（
正
社
員
と
の
均
等
均
衡

処
遇
）
の
実
現
に
力
を
入
れ
、
着
実
に

成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
年
齢
や
性

別
、
国
籍
な
ど
に
関
係
な
く
、
多
様
な

人
材
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
ま
い
進
し
て
い
る
永
島
委
員
長
の
素

顔
を
紹
介
し
ま
す
。

ながしま　ともこ。1969（昭和 44）年１月、大阪府高槻
市生まれ。現在は千葉市内で一人暮らし。大学時代は新
聞学を専攻し、ジャーナリストを志したこともあった。
1993（平成５）年４月にニチイ（後のマイカル）入社。マ
イカルユニオン書記長、イオンリテールワーカーズユニ
オン書記長を経て、2016（平成 28）年 10 月にイオンリテ
ールワーカーズユニオン委員長に就任。UA ゼンセンで
は現在、中央執行委員を務める。趣味は旅行と読書。３
日以上連休が取れると、国内外を問わず、ぶらりと旅に
出るという。座右の銘は、宇佐美忠信元ゼンセン同盟会
長の『足は職場に、胸には祖国を、眼（まなこ）は世界に』。
この言葉にふれたときは心が震えたという。「なにをな
すべきか、この言葉がすべてを表しています」と話す。

経
営
破
綻
や
組
合
統
合
を
乗
り
越
え

�

頼
り
が
い
の
あ
る
女
性
委
員
長ユニオン本部の仲間達と一緒に笑顔で「田村ま〜み〜」

仲
間
と
談
笑
す
る
永
島
さ
ん
。
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
ワ
ー
カ
ー

ズ
ユ
ニ
オ
ン
の
本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
「
海
浜
幕
張
」
駅
の

近
く
に
そ
び
え
た
つ
イ
オ
ン
タ
ワ
ー
の
十
三
階
に
あ
る

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

�

ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン

永
島
　
智
子
さ
ん

067なでしこファイル

委
員
長

男女共同参画推進キャンペーンスペシャル
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千
葉
県
・
幕
張
新
都
心
の
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
ワ
ー

カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン
の
事
務
所
を
訪
ね
る
と
、
フ
ロ
ア

に
は
二
十
名
を
超
え
る
専
従
の
仲
間
達
。
驚
い
た
こ

と
に
、
永
島
智
子
委
員
長
は
、
皆
と
同
じ
机
の
島
の

一
番
端
っ
こ
に
皆
と
対
面
し
て
座
っ
て
い
た
。「
事

務
所
に
出
勤
す
る
の
は
十
日
に
一
回
く
ら
い
で
す
の

で
、
こ
こ
で
十
分
で
す
」と
微
笑
む
。

　

一
九
九
三
年
春
、
大
学
を
卒
業
し
バ
イ
ヤ
ー
（
仕

入
れ
担
当
）に
な
り
た
く
て
ニ
チ
イ（
後
に
マ
イ
カ

ル
）に
入
社
し
た
。「
女
性
の
視
点
で
力
が
発
揮
で
き

る
職
場
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
」と
動
機
を
語

る
。
小
売
業
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

学
生
時
代
に
経
験
し
た
新
商
品
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の

ア
ル
バ
イ
ト
。
お
客
さ
ま
に
商
品
を
提
供
し
、
満
足

し
て
い
た
だ
く
よ
ろ
こ
び
を
味
わ
っ
た
と
い
う
。

　

最
初
に
配
属
さ
れ
た
の
は
、
東
大
阪
市
の
布
施

店
。
部
署
は
後
方
業
務
担
当
だ
っ
た
。
日
々
、
従
業

員
の
出
・
退
勤
の
管
理
や
出
納
業
務
な
ど
に
携
わ
り
、

お
客
さ
ま
と
接
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
三
年
間
続
い
た
。「
売
り
場
で
働
き
た
い
」と

店
長
に
相
談
し
、
願
い
が
叶
っ
た
。「
も
し
叶
わ
な
け

れ
ば
、
別
の
道
を
歩
ん
で
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

台
所
用
品
や
服
飾
雑
貨
を
担
当
。
そ
の
後
、
明
石
店

に
異
動
と
な
り
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
た
。

　

そ
ん
な
永
島
さ
ん
が
マ
イ
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
専
従

の
中
央
執
行
委
員
に
な
っ
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
十

月
。
そ
れ
ま
で
は
非
専
従
の
支
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
役
員

と
し
て
組
合
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
明

石
支
部
は
活
動
が
活
発
で
、
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し

て
い
た
が
、
専
従
の
話
は“
寝
耳
に
水
”で
、
丁
重
に

お
断
り
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
熱
意
あ
る
ラ
ブ
コ

ー
ル
が
続
き
、
義
理
人
情
に
厚
い
永
島
さ
ん
は「
お

役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
」と
引
き
受
け
た
。

　

専
従
と
し
て
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
た

二
〇
〇
一
年
九
月
十
四
日
、
会
社
が
経
営
破
綻
。
ゼ

二
〇
一
七
年
十
月
開
催
の
第
八

回
定
期
中
央
大
会
で
代
表
挨
拶

組合員の思いを胸に団体交渉に臨む執行部。「職場」「個人」「社会」
で仲間同士がつながり、幸せを実感できるように力を尽くす

第８回定期中央大会に出席した組合役員。男女共同参画を進め、組合役員の女性比
率は中央執行委員で３分の１、支部役員を含めると過半数を超える

パートの仲間の組合員化と
処遇改善で実績
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ン
セ
ン
同
盟（
当
時
）の
定
期
大
会
に
出
席
す
る
た

め
北
海
道
に
い
た
永
島
さ
ん
達
は
す
ぐ
に
大
阪
の
組

合
本
部
に
駆
け
つ
け
、
職
場
や
組
合
員
の
雇
用
を
守

る
た
め
、
一
丸
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
も
希
望
退
職

を
募
る
な
ど
職
場
で
動
揺
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
で
組

合
員
の
不
安
や
怒
り
は
ピ
ー
ク
に
達
し
、
と
り
わ
け

組
合
員
と
直
に
接
す
る
支
部
長
は
大
変
な
思
い
を
し

た
と
い
う
。
当
時
の
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
も
合
理
化
対
策

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
全
国
の
都
道
府
県
支
部
の
職

員
な
ど
が
各
店
舗
を
巡
回
し
、
組
合
員
や
支
部
役
員

を
激
励
し
、
商
品
の
保
全
な
ど
に
奔
走
し
た
。

　

そ
の
後
、
イ
オ
ン
が
後
ろ
盾
と
な
っ
て
再
建
の
道

を
進
み
始
め
る
。「
最
大
の
危
機
を
皆
の
力
で
乗
り

切
り
ま
し
た
。
労
働
組
合
の
必
要
性
を
あ
ら
た
め
て

実
感
す
る
と
と
も
に
、
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
の
指
導
力
・

組
織
力
や
加
盟
組
合
の
仲
間
の
皆
さ
ん
の
励
ま
し
が

大
き
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
」と
振
り
返
る
。

　

永
島
さ
ん
は
二
〇
〇
八
年
に
マ
イ
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン

の
書
記
長
に
就
任
し
た
。
こ
こ
で
も
、
大
き
な
転
機

を
迎
え
る
。
二
〇
一
一
年
三
月
の
マ
イ
カ
ル
と
イ
オ

ン
リ
テ
ー
ル
と
の
企
業
合
併
で
あ
る（
二
〇
一
〇
年

十
二
月
に
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
は
イ
オ
ン
マ
ル
シ
ェ

と
合
併
）。
こ
れ
を
受
け
て
、
労
働
組
合
も
二
〇
一
一

年
六
月
に
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
労
働
組
合
、
イ
オ
ン

マ
ル
シ
ェ
労
働
組
合
、
マ
イ
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
が
統
合

し
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン（
約

十
一
万
名
）を
結
成
。
永
島
さ
ん
は
書
記
長
と
い
う

大
役
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
歴
史
や
風
土
、
活
動

内
容
な
ど
が
異
な
る
労
働
組
合
が
一
つ
に
な
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
。
労
働
協
約
や
規
則
、
三
六
協
定

二
〇
一
六
年
六
月
に
「
連
合
寄
付
講
座
」

で
講
義
を
す
る
永
島
委
員
長
（
当
時
書
記

長
）。
講
演
や
原
稿
執
筆
依
頼
が
多
く
、

「
発
信
し
な
け
れ
ば
、
現
状
を
変
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
た
だ
い

た
機
会
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」と
語
る

多
様
な
人
材
が
最
大
限
の
力
を

�

発
揮
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
ま
い
進

同じユニオン出身の「田村 まみ」ＵＡゼンセン組
織内参議院議員候補予定者（右）と力強い握手。

「同志です。目ざす社会実現のために、労働運動と
政治の場でお互いに頑張ると誓い合いました」

ことしの１月に開催した労使共催政策発表会でのひとコマ。労働組合の支部長以
上と会社の店長以上の約 1300 名が出席。政策を共有し、心を一つにした

時期 内容（抜粋）

2005年

・従業員買い物割引の全社員同率化
・勤続1年以上の日給月給コミュニティ社員の育
児・介護休職
・連続休暇の取得しやすさを確保

2006年

・評価給の廃止と能力給の導入
・日給月給コミュニティ社員へ家族手当の導入
・時間給の長時間リーダー資格に10円もしくは
20円の時給アップ
・時間給から日給月給への変更要件の緩和（資格
要件の引き下げ、職位要件の廃止）

2007年

・65歳までの雇い止め年齢の引き上げ
・時間給から日給月給コミュニティ社員登用層へ
の一時金を2カ月もしくは３カ月の増額
・時間給全資格に約11〜 22円の増額

2009年 ・コミュニティ社員を対象とした事業所閉鎖に関
する協定の締結

2012年 ・永年勤続表彰制度 ･定年退職慰労制度をコミュ
ニティ社員に適用

2014年 ・労災付加給付の改定

2015年 ・日給月給社員制度に合わせ、コミュニティ社員
マイカー通勤費改定

2016年
・日給月給社員の人事制度改定=勤務地限定社員
も含め、日給月給社員すべてを無期契約へ。転居転
勤をしなくても経営層までの活躍を可能とする。

2017年 ・65歳以降の人事制度導入=職務内容が同一の
場合、定年再雇用後も同一の賃金水準とする

2018年 ・勤続 5年以上のコミュニティ社員の私傷病休職
期間を180日に拡大

パート社員の処遇改善
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な
ど
を
順
次
整
え
て
い
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
一
六
年

十
月
、
委
員
長
に
就
任
し
た
。

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を
目
ざ
し
て 

パ
ー
ト
の
処
遇
改
善
に
全
力
投
球

　

永
島
委
員
長
が
と
り
わ
け
力
を
入
れ
て
き
た
の

は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
社
員
）の

組
合
員
化（
組
織
拡
大
）と
、「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

（
正
社
員
と
の
均
等
均
衡
処
遇
）の
実
現
で
あ
る
。
イ

オ
ン
リ
テ
ー
ル
労
組
は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
組
織
拡

大
に
取
り
組
み（
マ
イ
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
は
更
生
計
画

終
結
後
二
〇
〇
六
年
か
ら
取
り
組
む
）、
二
〇
〇
三

年
の
一
万
四
千
名（
ほ
ぼ
正
社
員
で
構
成
）
か
ら

二
〇
〇
六
年
秋
に
は
七
万
四
千
名（
約
八
割
が
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
社
員
）と
な
っ
た
。
現
在
は
十
四
万
名
で
、

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
除
い
た
ほ
ぼ
全
員
が
組
合
員
と

な
っ
て
い
る
。

　

当
初
、
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
社
員
が
人
事
処
遇

制
度
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。「
お
客
さ
ま

に
満
足
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
パ
ー
ト
の
皆
さ

ん
の
活
躍
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
働
き
が

い
の
持
て
る
処
遇
の
改
善
は
必
須
で
し
た
」と
永
島

委
員
長
。
組
織
拡
大
と
と
も
に
、
着
実
に
処
遇
改
善

を
進
め
て
い
る（
別
表
参
照
）。

　

明
る
く
飾
ら
な
い
方
で
あ
る
。「
仲
間
に
と
っ
て

身
近
な
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
支
部

の
役
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
を
一
層
つ
く
っ
て
い

き
た
い
」と
思
い
を
込
め
る
。
と
き
お
り
職
場
の
仲

間
達
と
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
む
そ
う
だ
。
こ

れ
ま
で
大
き
な
試
練
を
乗
り
越
え“
皆
で
一
緒
に
や

る
”と
い
う
意
識
を
な
に
よ
り
大
切
に
し
て
い
る
永

島
委
員
長
。
年
齢
や
性
別
、
国
籍
な
ど
に
関
係
な
く
、

多
様
な
人
材
が
最
大
限
の
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
。

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
は
世
界
に
約
五
十
二
万

名
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
で
労
働
組
合
を
結
成
し
て
い

る
。
写
真
は
二
〇
一
七
年
十
二
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
で

開
催
し
た
第
二
回
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
ユ
ニ
オ
ン
グ
ロ

ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ッ
テ
ィ

旅行や読書で心身のリフレッシュ

イオン、国際産業別組織の UNI グローバルユニオン、UA
ゼンセン、イオングループ労連は 2014 年 11 月、すべて
の職場において基本的人権を確保する「グローバル枠組
み協定」を締結。日本では髙島屋、ミズノに続き３例目

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
旅
行
し
た
と
き
の
楽
し
い
ひ
と
コ
マ

25


